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■ 今日の講義で学lSi内容

(lilitte文
。break文 と continue文

9回目 while、 do while文

繰り返し文 2 while文

「風曇馨F処
理され

1回目を繰り返 しています。

2回目を繰り返 しています。

3回 目を繰り返 しています。

4回目を繰り返しています。

5回目を繰り返してい故す。

繰り返しが終わりました。

9箭島定ループでは1度も文が実行され
ない場合があることに注意して<ださい (for文についても同じです)

while文 はプロックを用いて次にように記述することもできます

wⅢh〈回 r嘔ヨロ (}

または、if文や for文の書き方と合せて次のように書くと読みやす<分かりやすいでしょう

ソースコード例

ソースファイル名

〃 while文の実行

class Sample9_1(7791瘍
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system.out.println(“ 繰り返 しが終わりました。
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ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample9_2.java
?for文とwhile文はどのように使い分ければいいのP

Ω鶴 遥輻 迅かる場目こ適しています
産 面 趙 こ認 ξ蠍 麗 なし陽 創 こ適し篠 す

今 、́ ´́ υハ ン 4´ ノ
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for文

while文

いたとぇば、sam口。
=2カ "では

「総数が 50以下の間はずつと 」̈

となります

この場合、繰り返し回数は予め分からないので while文 を使うと便利です

い 一般に、for文 で書ける繰り返し文はwhile文で書けますし、

その逆もできますので、使い分けにそんなに悩む必要はありません

?次のようにwhile文を記述するとどうなるでしょうかP

〃 1、 2、  に総計を計算したと

public static void main(String[]args){]⑮
j%ね言為t数期

―//総計が 50以下なら繰り返します

while(sumく =50)

(    ~
system.out.println(i+"を加算します“);

system.out.println("総計が50を超えました“)j

}

ο

ｏ
０
０
０

θ

実行画面

■を加算します

現在の総計は 1です

2を加算します

現在の総計は 3です

3を加算します

現在の総計は 6です

4を加算します

現在の総計は 10です

9を加算します

現在の総計は 45です

10を加算します

現在の総計は 55です

総計が 50を超えました

//While文のよくあるミス

class Ext9 1

{

public static void main(String[]args)

{

int i=lj

//While文 のプロック {}を忘れたら?

〃 蓼

'IIイ

|・
pr.ntЩ プ 回目勧約 〔[El、ますtr、

I     

‐

system out println("繰 り返しが終わりました。");

while文のプロック{}がない場合

次の■文がwhile文の繰り返しで実

行する文と解釈されます

単独のセミコロン

文はセミコロンでおわ

る処理です

単独のセミコロンは処

〃

ｗｈ
Ｆ

一
●
計
用
］

ｒ
´

System.out,println(1+"回 目を繰り返しています。・ )〕

■■+;            '

tem.out.println(・ 繰り返 しが終わりました。・ );

輩iド尋ちそ]は
セミコロカを入れてし吉く翁繰り返しで実行する文

が空の While文と解釈

されます

次に続 くフロックは

while文 の繰り返しに

は含まれず、常に実行さ

れる通常の文です
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繰り返し文 3 do while文
ソースコード例
ソースファイル名 :Sample9_3.java

実行画面

1回目を繰り返 しています。

2回目を繰り返しています。

3回目を繰り返 しています。

4回 目を繰り返 しています。

5回目を繰り返 しています。

繰り返しが終わりました。

?while文とdo while文の大きな違いは何でしょうかP

while文   御 定ループ   → 文やブロックを1度も処理しない場合があります
(条件を文の前に処理)

do whllett i艦
処理) 

最低でも1回は文やブロックを処理します

堰9、hile文とdo while文はともに「ooを満たす間はずつと□□を繰り返す」と
いうように繰り返し回数が予め分からない場合に適しています

じ わr文と哺■e文、お 哺■e文はお3,こ書き換えることができますので、使い知サ

にそんなに悩む必要はありませんが、それぞれの特徴を押さえておくとスマートなコードが

書けるようになります

do while文

/aD
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do while文 はプロックを用いて次のように記述することができます

コ区コ }lwhileく医□)j

または、つぎのように書<と読みやすく分かりやすいでしょう

//do While文 の実行

class Sample9_3

{

//変数 iが 5以下なら繰り返す

do(

//こ のブロックは最低でも 1度はlll理される。

system.out.println(i■・回目を繰り返 しています。");

蜃層在理庁
数iを 1増やすにこがなければ無限に繰り返す)

System.群μ山にln("繰 り返しが終わりました。“);

∫ ,

ツ  :

}While(図 )j
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Sample9_1.javaで int型の変数1を 7で初期化した場合の実行画面

Sample9_3.javaで int型の変数 iを 7で初期化した場合の実行画面

繰り返しが一度も実行さ

れない場合があります

break文と continue文

〇 署「設硼 l撮 I事野
d`° Ⅲh琴内Q諄喫彎

7回目を繰り返しています。

繰り返しが終わりました。

do while文

繰り返しは一度は実行さ

れます

ソースコード例

ソースファイル名 :Sampleう _4.java

//キーボード半J定付き入力

ュmport java.ュ o. ;

class Sample9_4

{

public static void main(String[] args)

(

訥∞“Ю取∝饉bn鸞

〆#f]喜含硝em InputStreamReader(System.in))

■nt numj

//正 しい範囲の値が入力されるまで繰り返す

do{

System.out.println(“ 1から 10までの整数を入力してください

num = Integer parselnt(br.readLine());

}While(nメ く11滞
_メリン

system.out.println(・ あなたが入力した値は“+num+“ です。");

簿 lθ

雪をメ
1');

実行画面

1から■0までの整数を入力してください。

l θ
lから 10までの整数を入力 してください。

フ θ
あなたが入力した値は7です。

辞
ル
●
カ

，
じ
喫
ケ

多

ソースコード例
ソースフアイル名 :Sample9_5.java

実行画面

1回目を繰り返しています。
2回目を繰り返しています。
3回目を繰り返しています。

′
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ブ
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fOr(… )

{

↓…由・^鍔

//無限ルーフから break文により抜ける
class sample9_5

{

public static void main(string[] args)

(

酔
cnt
θ

/
ス

δ、

int num=3j

int cnt=Oj
//抜 け出す繰り返しの回数番目

//繰 り返し回数のカウント

//指定された回数番目て break文によ 19抜ける

while(t rue) //無限ループ

System out.println(cnt+Ⅲ 回目を繰り返してい議す。

}  ]
{ μ

⑬ レ
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continue文

ソースコード例

ソースファイル名 i Sample9_6.jaVa

爆岬

break文  → 最も内側のswit,h*や繰り返し文を抜けます

continje文 → 最も内側の繰り返し文の繰返し部分の終端にスキップします

ソースコード例
ソースフアイル名 :Sample9_7.java

//入れ子の繰返しの中で break文を使う

class Sanlple9_7

{

public static void main(String[] args)

{

int i;

//内側のブロック内で break文 を使うと P

fOr(i=0;iく 3;i++)

{

system.out.println(“ i=・ +1),

…{
bfq,К ;

lqっ 一― /

⊇DD´
‐~｀ レ//
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an´ ―  ヽ/

RT:rf｀プ
実行画面

i=0

i=1

1=2

″Jより外倶」の繰り返し文を breakしたい場合は

→

〃 卿

磁Jよリタト側の繰り返し文に対して continueを行いたい場合は

→ラッ,き
Conlツシ

//COntinue文 により繰り返しをスキップ

class Sample9_6

(

public static void main(String[]args)

{

int i;

int num=3;//ス キップする繰り返しの回数番目

//指定された回数番目はcontinue文 によリスキッフ

fOr(i=1;毅 らせ )

(  )

／
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if(n3m==i)COntinue;´ 二===
stem.out.printf(i+“ 回目を繰り返しています

実行画面

1回目を繰り返しています。

2回 目を繰り返しています。

4回目を繰り返しています。

5回 目を繰り返しています。

6回 目を繰り返しています。



:ヨ 今日の構義のまとめ ==
。w‖le文とdo wh“e文は繰り返し処理を記述します。

。w‖降文は、繰返し条件と繰返し対象の文からなります。ます、条件が評価されます。条件
が真である間、文が繰返し実行されます。条件が偽になるとw‖ b文は終了します。

。wme文は、for文と同じ前判定ループです。

・do whlb文 は、繰返し条件と繰返し対象の文からなります。ます、文が実行され、その後
で条件が評価されます。条件が真である間、文が繰返し実行されます。条件が偽になるとdo
whlle文 は終了します。

・do whlle文 は、後判定ループです。後判定ループとは、対象となる文を処理した後に条件
が評価・判定される繰返し処理のことです。

・break文は、switch文 または for、 w‖ le、 do wHb文 などの実行中の処理を終了臥 その文
から抜けます。

・∞nlnue文は、foR while、 do whlle文などの実行中の処理を終了し、繰返し部分の終端に
スキップします。
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